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  令和７年度京都府立大江高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 実施段階 ） 
 

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標） 
 

 

スクールミッション 

 

  実践的・体験的な学習を重視し、柔軟な 

 教育を行う地域創生科を設置する高校とし 

 て、各系統における体系的な学習によって、 

 知識や技能を身に付け、多様な人々と協働 

 する姿勢を育み、地域創生に貢献できる人 

 材を育成する。 

 

 

 スクールミッションを果たすため、生徒の、  

知・情・意・体の調和のとれた発達を図る。 

 

１ 確かな学力【知】 

  知識や技能の基礎基本の定着を図り、自ら

学ぶ意欲と課題解決能力を育てる。 

 

２ 豊かな心【情】 

  徳性を高め、豊かな感性や情操を培うとと

もに、ボランティア精神を養う。 

 

３ 強い意志【意】 

  自らの進路や新しい社会を切り拓く強い意

志とチャレンジ精神を養う。 

 

４ 頑健な身体【体】 

  自他の生命を大切にし、健康でたくましく

生きる体力を育む。 

１ 成果 

 (1) 進路希望の実現に向けて系統的・計画的な進路指導を行い、第一

希望での進路実現、また1７年連続となる就職内定率100%を達成

した。 

 

 (2) 地元企業や地域団体と協働で調査研究や実習を行うなど、各系統

などでの特色ある取組を数多く行うことができた。 

 

 (3) 個々の生徒に応じてきめ細やかな指導を継続し、安心して過ごせ

る学校環境を維持することができた。 

 

 (4) 学校施設・設備に関する課題を整理し、空調設備の更新と暖房方

法の整備、Wi-Fiの増設、不要物の廃棄等の環境整備、改善を行った。 

 

 (5) Teamsやスタディサプリの活用を進め、会議資料や連絡手段のデ

ジタル化、ペーパーレス化を推進した。 

     

２ 課題 

 (1) 探究的な学びに多く取り組むことができたが、さらに、地域創生

科６系統の特色ある取組を継続し、実践的・体験的で探究的な学び

を、体系的でより魅力ある地元地域との連携を深めた取組へと、改

善する。 

 

 (2) スクールミッションの実現のため、めあてを持った教育活動と、

評価をもとにした工夫・改善を継続して推進する。 

 

 (3) 1人１台学習用端末に関して、生徒の主体的な活用とともに教職

員の活用能力の向上が求められている。ICT活用授業の研究や研修

を積極的に行い、情報モラルの教育を推進し、校内のネットワーク

環境の整備を進める。  

 

 (4) オープンスクール等の説明会の参加者数は一定あったが、入学者

数はわずかに減少した。本校の魅力ある取組をホームページや報道

機関による広報、中学校への説明等で確実に伝える。 

１ 教職員は「気づく力」を磨き、生徒理解を進め、特別支援教

育の視点と人権尊重を基盤とした生徒の指導を通して、自己有

用感や自尊感情を育むとともに、人権感覚の涵養に取り組む。 

  

２ 「地域創生科」の教育を、体系的なより魅力ある教育にする

べく、探究的な学びを深め、知識技能を身に付けさせ、地域の

資源を活用した本校ならではの教育の伝統を築いていく。 

 

３ キャリア教育を推進し、２年次のインターンシップをはじめ

社会とつながるための学びを進め、多様な人々と協働する姿勢

を育み、地域創生に貢献できる人材の育成に努める。 

 

４ 1人１台の学習用端末を生徒が主体的に活用できるよう、活

用能力の向上を図り、ネットワーク環境の改善を進め、個別最

適な学びと生徒の主体的・協働的な学びを推進する。 

 

５ 生徒の多様な学びの場として教育的意義が大きい部活動や

ボランティア活動、委員会活動などの課外活動を推進する。 

 

６ 健康・安全教育、防災教育・環境教育、校内美化、身の回り

の整理整頓を推進し、安心・安全な教育環境、効率的な業務環

境を維持していく。 

 

７ 教職員が「つながる力」と「挑戦する力」をもって、スクー

ルミッション達成のため主体的に学び続け、他の教職員や地域

社会と協働的に教育にあたる。 

 

「気づき つながり 挑戦しよう」 
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題 

組織・運営 

地域とともにある学校づ
くりの推進 

・地域と連携し、地域の資源を活用した特色ある取組を実施する。 
【授業評価アンケート「系統の取組を主体的に取り組んだと回答した
割合100%】 

【地域連携の取組に対する協力団体の満足度100%】 
 

・各系統の特色ある教育活動の一層の充実を図るとともに、校内外
に広く発信する。    【ホームページの更新回数週５回以上】 

Ｂ 

Ｂ 

各系統が地域に出向いて調査研究を行い、さまざま

な実習の様子をホームページに記事をアップするなど

タイムリーな広報を行った。今年度は校外の施設ホー

ルを借りて３年次学習成果発表会を実施し、地域の関

係団体や保護者等に加え、近隣の中学校、高等学校関

係者の出席をいただき、系統の取組成果を広く発信す

ることができた。 

【系統の取組を主体的に取り組んだ割合95％】 

【ホームページの更新回数3.4回/週】 

 

 教職員間の「Teams」のさらなる活用を進め、会議

資料や連絡手段のデジタル化、ペーパーレス化を推進

し引き続き業務改善を図る。 

ＩＣＴ活用能力向上の推
進と業務改善 

・ペーパーレス化、会議の効率化を進める。 
【Teams、OneDriveの活用推進】 

・校内外の研修の積極的参加【一人あたりの研修参加 年5回以上】 
 
・環境や業務改善を推進し、長時間勤務教職員の時間外勤務時間の
削減に取り組む。 【月１回のノー残業デー（マイホームデー）】 

Ａ 

教務部 

授業力向上 

・多様な生徒の実態に応じた個別最適な学びにより基礎学力の定着
を図るとともに、協働的な学びを推進する。 
 
         【放課後学習会への参加生徒の割合40％以上】 

Ａ 

Ａ 

放課後学習会の参加生徒割合は約70％であった。ま

た、参加生徒の満足度も１学期63％、２学期80％と

高く、学習機会の確保や個別指導の機会となった。 

 研究授業・公開授業も実施し、授業力向上につなげ

ることができた。 

 オープンスクールでは、昨年度より多くの中学生の

参加があった。公式ホームページやInstagramを用い

ての情報発信も積極的に行ったが、志願者数の増加に

はつながらなかった。 

効果的な広報の推進によ
る志願者増 

・学校説明会やオープンスクール、公式HP等を通して、本校の魅力
を中学生、保護者へ積極的にＰＲし、志願者の増加を図る。 
 
【前期選抜における募集定員に対する志願者の割合が65%以上】 

Ｂ 

事務部 

生徒・教職員が安心・安
全な学校生活を送れる環
境づくり 

・危険箇所等に対する迅速かつ適切な施設管理を行い、日々の美化
清掃、整理整頓で教育環境の構築を図る。 
 

【教育環境改善への充足度80％以上】 
Ｂ 

Ｂ 

校内の破損個所等を把握し、迅速に修繕を行った。

日々の美化清掃、グラウンド整備により教育環境の維

持に努めた。校内樹木の剪定、冬季積雪時の雪かきに

尽力した。 

  

組織的な学校運営 

・学年や分掌と連携し、学校課題の解決に向けた校内運営に参画し
教育内容充実のために適切な予算の計画的効果的な執行を図る。 

【教科・分掌予算の要望に対する充足度80％以上】 
Ｂ 

夏季及び冬季での空調機の稼働による電気代上昇が

見込まれる中、各教科分掌予算を確保しつつ、視聴覚

機器の更新なども行うことができた。 
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題 

第１学年部 

基本的生活習慣の確立 

・保護者との連絡を密に行い、遅刻・欠席の防止に努める。 
・挨拶の励行と規律、マナーを身につけさせる。 
・タイムマネジメントの観点から生活習慣を見直す。 

【遅刻指導者数10％以内】 

Ｂ 

Ｂ 

遅刻指導は2件であったが、一部の生徒の欠席数増

加が見られた。生活面では、授業中、集中力に欠ける

者もおり、継続した指導・支援が必要である。 

 放課後の学習会が設定されている日以外で学年主催

の学習会を５回実施した。しかし、参加者が減少傾向

にあり、次年度に向けて更なる意識改革を行いたい。 

 Teamsアカウントを配布し、運用できる段階に移行

したが、うまく運用できなかった。 

進路意識の醸成と学習習
慣の形成 

・進路に対する目的意識を持たせる。 
・学習の習慣をつけさせるために学年主催の学習会を実施。 

【学習会の実施６回以上】 
Ｂ 

Teamsの有効活用 

・Teamsを効果的に運用する。 
→学年部から流した情報に対してリアクションする癖をつける。 

【学年部からの連絡に対して２日以内にリアクションした生徒の割
合70％以上】 

Ｃ 

第２学年部 

規範意識の醸成と基本的

生活習慣の確立 

 

・家庭との連携を密にし、生徒の生活習慣の乱れに素早く対応する。 

・担任団間の生徒の情報交換をきめ細やかに行い、関係分掌との連携
を図る。 

 
【欠課１０％指導 ８人以内】 

Ｂ 

Ｂ 

規律・マナーに関しては、研修旅行等の機会を活用し

また、生徒指導部と保護者等との連携を意識して指導に

当たったが、一部指導の徹底しきれない生徒もおり、今

後の課題である。 

学校祭などの学校行事を活用し、クラスや学年など集

団内における役割を果たすことは一定身に付けること

ができた。 

進路指導部と連携して進路ガイダンス等を実施し、ま

た、きめ細やかな面談を行うことで、少しずつ進路目標

が具体化した。 

【欠課10％指導：５名】 

【２学期評定平均３.５以上：56.１％】 

家庭学習の定着及び進路

意識の高揚 

 

・教科担当との連携を密にし、個に応じた指導を行う。 

・面談をきめ細やかに行い、具体的な進路目標を明確にさせる。 

・進路指導部と連携し、進学や就職に関する指導や情報共有を効果的
に行う。 

【評定平均３，５以上 ６０％以上】 

Ｂ 

第３学年部 

生徒理解をもとに「伸ば
す力」を大切にした指導
と支援 

 生徒の発言や行動・態度等から生徒の状態を把握し、場面に応じ
た働きかけを行い、生徒が自分の行動に自信と責任をもち学校生活
を送ることができるよう指導・支援し、生徒が自立・自律しリーダ
ーシップを発揮することができるようにする。 
 
【学校祭アンケート「学校祭全体の満足度」の高い人数70％以上】 

Ａ 

Ａ 

生徒本人との関わりからだけでなく、分掌間、教職

員間の連携により、生徒の状態の把握に努めた。 

生徒との面談等の機会を通じて適宜指導や支援を行

った。 

生徒が学校祭や生徒会活動、部活動等のさまざまな

場面で、集団をリードし、活動や取組が成功するよう

に活躍した。 

希望進路の実現 

 ２年次までの進路に関する取組を基に、生徒や保護者等と意思の
疎通を図り、かつ校内の分掌や教科と連携しながら希望進路の実現
を目指した指導・支援を行う。 
 
【学校評価アンケート「生徒の進学希望実現のため十分な指導をし
てくれている」と「生徒の就職希望実現のため一生懸命であるとと
もに、親切に相談にのってくれる」の回答率が共に70％以上】 

Ａ 

「総合的な探究の時間」では、進路希望によるコー

スに分け、面接練習や作文指導のほか、課題学習等を

行った。 

生徒への指導や面談、出願に関わる文書の作成等、

生徒の実態と時期に応じた進路指導を、他分掌や教職

員と連携し、支援を受けながら進めた。 
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題 

保健部 

 教育相談機能の充実と
特別支援教育の推進を図
る。 

・生徒や保護者等の困り感に寄り添い、必要な支援に繋げられるよう
に特別支援教育への理解を深めると共に、SCやSSW、関係機関との
連携に努める。 
・配慮や支援が必要な生徒の実態を把握し、充実した学校生活が送
れるように個に応じた支援の充実に努める。 
 
    【特別支援教育コーディネーター会議の回数 ６回以上】 

Ｂ 

Ｂ 

 定期考査で配慮が必要な生徒に対して考査前後に面

談を行い、支援のあり方を検討することができた。 

また、支援が必要な生徒の指導計画を作成し、実態把

握に努めた。コーディネーター会議は、目標回数実施で

きなかったが、必要に応じて情報共有を行い、生徒支援

に努めた。卒業後の進路を見据えた支援のあり方につい

て、学校全体で検討する必要がある。 

健康安全に関心を持
ち、自ら健康管理ができ
る生徒を養う。 

・ホームルーム活動での保健学習や保健だより等を通して、健康安全
に関する情報発信を行う。また、健康に不安がある生徒や保健室来室
者の保健指導の充実に努める。 
・保健だよりやCO2モニターを活用して感染症予防の行動がとれる
生徒を養う。また、校内の感染状況を把握し、集団感染の防止に努め
る。 
【保健だより等、健康安全に関するたよりの発行回数 15回以上】 

Ａ 

月毎と保健学習後に保健だよりを発行し、健康安全に

関する情報発信をすることができた。また、来室生徒に

対して心身の両面から生徒の健康課題に対応すること

ができた。 

CO2モニターの活用や保健だよりでの啓発等、感染

症予防に努めた。２学期後半に感染者が増加したが、

学級閉鎖等の措置の必要はなく収束した。 

生徒指導部 

社会人基礎力の習得 
（校内美化・身だしなみ
の向上・遅刻の減少） 

すべての教育活動を通して個に応じた身だしなみ指導を行う。挨
拶、言葉遣いなど社会人として必要なマナー向上を目指す。定期の
点検及び生徒会、委員会が主体となった「身だしなみ向上週間」等
の新たな取組を2つ以上計画実施する。あわせて、朝の校門遅刻学
期末指導件数の年間0件を目指す。 
【生徒会の新たな取組2つ以上、朝校門遅刻学期末指導件数０】 

Ｃ 

Ｃ 

身だしなみについて課題がある。例年に比べ頭髪加

工や装飾品を着用する生徒が増加しており、指導され

れば改善するものの、一部の生徒の規範意識が低く全

教職員での声掛けが必要である。遅刻については予鈴

までに校門をくぐることが当たり前に定着しだしてい

るが、年度当初１年生の遅刻が目立ち、１学期こそ指

導は無かったが、２学期以降4名を指導した。生徒会

の新たな取組として「身だしなみ向上プロジェクト」

を施行したが改善すべき点も多く、次年度整理をした

い。部活動体験の取組を実施したが、兼部を除くと目

標値には達しなかった。 

生徒の活力向上 

 部活動加入率の向上を目指し、新入生の部活動体験weekの取組を
実施し兼部を除く部活動加入率が65％以上を目指す。 
 
            【兼部を除く部活動加入率６５％以上】 

Ｂ 

進路指導部 

３年次生の希望進路の
実現 

 系統的かつ組織的に進路ホームルームやガイダンスを実施すると
もに、学年部と連携し、個別指導等きめ細かい指導を行う。 
 
 【３年次生の進路決定過程における進路指導に対する肯定的意見
80％以上】 

Ａ 

Ａ 

３年次生の進路に対する取組においてはガイダンス、

面談等、学年と連携してきめ細かい指導を行った。ほと

んどの生徒が第一志望での進路実現を達成した。 

【進路指導に対する肯定的意見94％】 

 

２年次生のインターンシップにおける満足度は、と

ても満足76%、満足19％と非常に高く、生徒の頑張

りもあり、意義のある取組であった。２年次生の多く

は具体的な進路を真剣に検討し始めている。１年次生

についてはこれからである。 

 

 生徒が主体的に進路選
択できる力の育成 

 インターンシップを実施し、オープンキャンパスや企業説明会等
への参加を促し、生徒が自ら積極的に考え行動し、主体的に進路選
択する力を身につけさせる。 
 
 【２年次生のインターンシップ後のアンケートにおいて肯定的意
見80％以上】 

Ｂ 
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学 校 関 係 者 

評 価 委 員 会 

に よ る 評 価 

○今年度も３年次学習成果発表会では、各系統の特色ある取組を実施し、地域に出向いて探究活動をしていることがよくわかった。地域の方を

お招きし探究の取組成果を参観いただくことが広報になっている。さらに、地域との連携を強め、地域資源を活用した探究活動を継続させたい。 

○公共マネジメント系統の生徒が考案した「防災教室」を本校体育館で実施し、地域の児童をはじめ地域住民に参加いただいた。地域において

も「防災」に対する意識が高まってきているので、ぜひ地域公民館等で実施してほしい。福知山公立大学では被災地を学習と観光の場として「防

災ツーリズム」の研究に取り組まれている。大学生と一緒に本校生徒も参加する機会が持てればよい。 

○広報の充実に努めたが、定員の充足には至っていない。ホームページの更新、報道機関による広報等をタイミングよく充実したものにしたい。 

 

次  年  度  に  

向けた改善の  

方  向  性 

(1) 探究的な学びに多く取り組むことができたが、さらに、６系統の特色ある取組を継続し、実践的・体験的で探究的な学びを深める。 

(2) スクールミッション実現のため、めあてを持った教育活動と、評価をもとにした工夫・改善を推進する。 

(3) 校内のネットワーク環境の整備を進めるとともに、ICT 活用授業の研究や研修を積極的に行い、教職員の活用能力の向上を図る。また、情

報モラルの教育を推進し、生徒の主体的な活用を促進する。 

(4) オープンスクール等の説明会の参加者数は一定あったが、入学者数は減少傾向である。地域資源を活用した活動を広げ、ホームページや報

道機関による広報、中学校への説明等により本校の魅力ある取組を広く発信し、志願者数の増加を図る。 

 


